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【敬老の日とは？】 

敬老の日は、昭和22年9月15日に兵庫県多可町（当時野間谷村）の村長が「老人を大切にし、年寄り

の知恵を借りて村づくりをしよう」と村のお年寄りを集めて敬老会が行われたのがはじまりとされてい

ます。 

それが全国に広まり、昭和26年に中央福祉協議会が「としよりの日」と定めたものの、この名称に各

地で議論がおこりました。 

それを受け、昭和38年に老人福祉法の制定に伴って「老人の日」に改正されましたが、この名称もま

た、語呂が悪いなどの理由から、昭和41年に「敬老の日」となり、国民の祝日となりました。 

その後、祝日法改正（ハッピーマンデー制度）により、平成15年に９月の第３月曜日が敬老の日とな

り、現在にいたります。 

ゴ
ー
ヤ
の

 

収
穫
祭
！

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

オセロボラ

美容ボラ

石川(哲)様

11 12 13 14 15 16 17

山﨑(高)様

18 19 20 21 22 23 24

小堀様 島村様 黒木様

井上様 内田(オ)様

25 26 27 28 29 30

福田(明)様 平塚様 石川(君)様

佐藤(す)様

敬老会 彼岸法要 オセロボラ すずらんカフェ

3F習字 オセロボラ

美容ボラ すずらんカフェ

2016年9月
上段　行事等

下段　誕生者

すずらんカフェ

美容ボラ すずらんカフェ

1F習字 オセロボラ
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法
人
運
営
⑫

 

２
階
で
夏
祭
り

 

 
 
 
法
人
運
営
⑬

 

 
 
 
 
 
回
転
寿
司
で
舌
鼓

 

 
 
施
設
運
営
①

 

 
 
 
 
 
紫
磨
園
か
ら
の
卒
業

 

 

25
日
、
「お
寿
司
が
食
べ
た
い
！
」と
の
ご
要

望
に
よ
り
、
職
員
と
１
階
の
入
居
者
さ
ま
で
、

回
転
寿
司
に
行
き
ま
し
た
！ 

 

久
々
の
お
寿
司
に
舌
鼓
。 

 

次
に
行
く
時
は
、
築
地
銀
座
の
高
級
寿
司
店

か
も
！
？ 

 

28
日
、
２
階
に
て
お
祭
り
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、
豪
華
な
景
品

を
獲
得
し
よ
う
と
必
死
の
み
な
さ
ん
。 

 

中
に
は
何
個
も
持
ち
帰
っ
て
い
く
強
者
も
・・・。 

 

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
た
一
日
で
し
た
。 

 
紫
磨
園
の
人
気
者
、
卒
業
し
ま
す
！

 

 
入
所
当
時
は
歩
行
す
ら
困
難
で
あ
っ
た
入
居

者
の
方
が
、
特
養
か
ら
卒
業
で
き
る
ま
で
回
復
し
、

前
例
の
な
い
、
め
で
た
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

 
紫
磨
園
を
離
れ
て
も
楽
し
く
元
気
に
お
過
ご

し
下
さ
い
。
（
感
涙
）
 

【
編
集
後
記
】
 

 
私
事
な
の
で
す
が
、

体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
の
作
成
・
編
集
が
遅

く
な
り
ま
し
た
。
 

 
今
後
も
今
ま
で
通
り

に
行
な
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ご
贔
屓
に

願
い
ま
す
。
（
大
汗
）
 

～不要になったDVD・CDを募集

しております。～ 

 映画や音楽などを楽しみた

い！とのご要望をいただきまし

た。 

 寄付をしていただける方がい

らっしゃいましたら、是非よろし

くお願いします。 


